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2024年 9月 26日 

 

「ポジティブ・インパクト・ファイナンス」の契約締結について 
 

当社は未来に向けた大きなチャレンジとしてサステナブル経営の推進を掲げ、その一環として

㈱三井住友銀行と「ポジティブ・インパクト・ファイナンス」の契約を締結いたしました。 

「ポジティブ・インパクト・ファイナンス」は企業の事業活動が環境・社会・経済にもたらす

インパクト（ポジティブな影響とネガティブな影響）を包括的に分析・評価し、サステナブル経

営の実現に向けた活動を継続的に支援することを目的としたファイナンス手法です。 

なお、㈱三井住友銀行の「ポジティブ・インパクト・ファイナンス」の運営体制について、ポ

ジティブ・インパクト金融原則１）に適合する旨のセカンドオピニオンを第三者評価機関である㈱

格付投資情報センター２）より取得しています。 

 

【本件概要】 

契約日 2024 年 9 月 26 日 

契約金額 30 億円 

借入先 ㈱三井住友銀行 

契約期間 5 年 

 

【重点取組項目および評価指標】 

重点取組項目 目標・評価指標（KPI） 
関連する

SDGs 

海洋環境の保全と 

持続可能な水産物

の生産・供給に貢

献する 

気候変動への対応 

＜目標＞ 

・2030 年までに GHG 排出量削減率 46%以上

（2021 年度比） 

 

＜評価指標＞ 

・GHG 排出量削減率 

  

資源循環推進の 

事業別取り組み 

＜目標＞ 

・2030 年までに食品、海洋、機械・資材の 

各事業における環境配慮商材（※）の 

売上高 30％以上 

 

＜評価指標＞ 

・食品、海洋、機械・資材の各事業における

環境配慮商材が売上高に占める割合 

 

報道各位 
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水の使用量削減 

＜目標＞ 

・2030 年までに水の使用量削減率 10%以上 

（2023 年度比） 

 

＜評価指標＞ 

・水の使用量削減率  

社会課題に取り組

む多様な人材育成

と、安心して活躍

できる労働環境の

整備 

男女問わず、能力

を発揮できる職場

の整備 

＜目標＞ 

・2030 年までに女性採用比率 50％ 

・2030 年までに女性管理職比率 10％ 

 

＜評価指標＞ 

・女性採用比率および管理職比率の向上 

 

＜目標＞ 

・2030 年までに男性育休取得率 100％  

 

＜評価指標＞ 

・男性従業員の育児に係る休暇取得率向上 

 

企業規範順守を 

意識したガバナン

スとコンプライア

ンスの徹底 

重要法令の遵守 

＜目標＞ 

・重要法令研修の参加率 100％ 

 

＜評価指標＞ 

・重要法令研修の参加率 

 

※環境配慮商材： 

食品：環境配慮認証商材 

海洋：バイオ生分解性・生分解性素材を用いた漁網・漁具、廃棄漁網リサイクルの漁網・漁具 

機械・資材：自然冷媒冷凍機、各種熱交換器、その他の環境配慮商材 

今後とも当社は「浜から食卓までを網羅し繋ぐ」をモットーに海洋環境の保全と持続可能な水

産物の生産・供給のみならず社会課題に取り組む多様な人材育成と、安心して活躍できる労働環

境を整備し企業価値の向上に努めてまいります。 

以上 

＜ご参考＞ 

１）ポジティブ・インパクト金融原則とは 

SDGs の達成に向け、金融機関が積極的な投融資を行うための原則として、2017 年 1 月に国連環境計画・金融イニ

シアティブ（UNEP FI）により策定されたものです。資金提供先企業のネガティブな影響を軽減し、現実的かつ信頼

性のある方法でポジティブな影響を高めるための資金提供のあり方を定めており、「定義」、「枠組み」、「透明性」、「評

価」の 4 つの原則で構成されています。 

２）㈱格付投資情報センターホームページ参照 

サステナビリティファイナンス｜信用格付関連 ｜格付投資情報センター (r-i.co.jp) 

https://www.r-i.co.jp/rating/esg/sustainabilityfinance/index.html

